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1.　はじめに

小学校の特別支援学級を対象とした作問学習を，筆

者らがこれまでに開発している作問学習支援システ

ム：モンサクンを用いて 6時限にわたって行ったの

で，本稿ではこれについて報告する．

算数の文章題を対象とした作問学習はその有効性が

広く認められているが（1），学習者にとって負荷の大

きな学習活動であるため，通常の授業においてもあま

り取り入れられていなかったと言える．また，特別支

援学級では，単純に授業の進度を緩やかなものにする

だけでなく，学習者に負わせる負荷も大きなものにし

ないことに注意が払われており（2）～（4），作問学習の実

施例はほとんどなかったと言える．

筆者らが開発しているモンサクンは，算数の文章題

の作問を単文の統合として行わせる「単文統合として

の作問」を実現したシステムであり，学習者らが作成

した問題はシステムによって診断され，個々の問題に

対して診断結果に基づくフィードバックが返される．

診断の内容は，正誤判定と，単文の持つ要素に基づい

た誤りの指摘になる．後者についてはオブジェクトの

組み合わせが不適切であることなどを指摘するもので

ある（5）（6）．この単文統合としての作問では，自然言

語文の作成は単文の認識と組み合わせという形で簡単

化されているものの，構造を組み立てるという算数的

な理解を必要とする部分についてはそのまま重要なタ

スクとして残されている．このため，学習としての意

義を残しながら，一つの問題を作成するうえでの学習

者の負荷を大幅に軽減できており，これまでの実践事

例から，非常に活発な作問活動が行われることが確

認できている（5）～（7）．これらの実践事例を踏まえて，

モンサクンを用いた作問学習を特別支援学級で試み 

た（注1）．

以下本稿では，第 2 章において単文統合型の作問

と作問学習支援システムモンサクン Touch について

概説した後で，第 3 章では特別支援学級の授業での

システムの利用結果を報告する．

2.　作問学習支援システム：モンサクン

モンサクンは，（1）学習者による作問・診断・診

断結果に基づくフィードバックを受け持つモンサク

ン Touch と，（2）教師用に作問状況の集計および可

視化を行うモンサクンマネージャ，の二つより構成さ

れており，モンサクン Touch はタブレット PCに実装

され，モンサクンマネージャはWeb ブラウザ上で実

装されている．これらは無線 LANで接続されている．

以下この二つについて概説する．


